
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3回 理事会  

日 時 令和 7年 7月 11日  18:30～20:20 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、小柳 傑、 

志岐浩二、飯野朋彦、池田章子、笹原順哉、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事柿田謙三、平野英三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史、高木治雄、山下 均 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）第 36回長崎県理学療法学術大会 準備委員会報告について 

365日勤務体制で 2日間の参加が難しい方もいる。1日開催も検討。会場はシーハット大村。1日開
催案は 9時 10分開会、16時 30分閉会予定。2日開催は例年に倣う形と、2案としては市民公開講座
を夕方に入れる案を検討。1日開催の場合、口述演題とポスター演題で演題数は 52演題を予定。テー
マは「支え援」で決定。講師は選定中。次回理事会で開催案や講師について報告予定。クールビズに
ついては、案内文に文言を入れる形で検討。報告を聞いたということについて審議。審議の結果、提
案通り可決された。 

２）士会承認症例検討会の件について 
   長崎記念病院から 2 件、島原病院から 1 件申請あり。記念病院は内部障害系と神経系で 7 月 22 日予

定。島原病院は運動器系で 7月 25日予定。審議の結果、提案通り可決された。 
 ３）第 1回スポーツ支援班研修会について 

日程は 9 月の土曜か日曜で 4 時間を予定。内容は救急法について。スポーツ支援について、夏場の熱
中症や心臓震盪なども起こり得る中、生命の維持を学ぶ必要性がある。日赤に依頼し、赤十字ベーシ
ックライフサポーター認定証が発行される正規の講習会になる。先着 30 名程度でポイントは付与せ
ず、教本費のみの 1,500円いただく形とする。スポーツ支援等に関わる先生方は受けていただきたいも
のという位置づけ。審議の結果、提案通り可決された。 

４）令和 7年度 地域ケア研修会について 
   昨年度は就労支援をテーマに対面開催も、集客に苦労した。今年度は Web 開催で参加費は無料の形を

予定。テーマは身体活動支援ということで、入院と地域の身体活動に対しての介入。開催時期は 10 月
か 11 月を予定。対象は PT 他、関連職種。講師は熊本機能病院の竹内先生と兵庫医科大学の永井先
生。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）令和 7年度 ダイハツ地域密着プロジェクトの開催およびセミナー登録について 
   昨年度は 2回開催だったが、今年度は 1回を予定。日時が 9月 25日。広報並びに地域ケア会議推進リ

ーダーの士会指定事業についてセミナー登録する。審議の結果、提案通り可決された。 
 ６）令和 7年度 理学療法フェスティバル in島原 セミナー登録について 
   昨年度にコロナ明けで開催し、今年度初めに設定した士会指定事業には記載ない事業。8月 2日に開催

予定。定員 15 名程度。介護予防推進リーダーの士会指定事業としてセミナー登録する。審議の結果、
提案通り可決された。 

 ７）新入会承認について 
   7月 11日現在、総会員数 2,296名、在会 1,941名，休会 355名、会員施設は 425。県内異動者 15名、

県外移動 4 名、入会 10 名。退会は 33 名。未納で会員権利停止となった退会者と、休会者が休会継続
手続きを踏まず退会となった方がいる。意図的でない方もいる可能性があり、休会継続には手続きが
必要な点など、再度アナウンスしていく必要がある。審議の結果、提案通り可決された。 

 ８）令和 7年度 佐世保県北地区第 1回研修会、事例検討会について 
  佐世保・県北地区の第 1 回研修会、事例検討会、懇親会を 9 月 6 日に開催予定。会場は街中コミュニ

ティセンターで対面形式。内容について、研修会①が装具療法の考え方について、田代先生が座長、
講師は向江先生。②はモニター心電図の見方で講師は梶川先生。事例検討会は、神経系を一つ、内部
障害系を二つ。その後新人歓迎会と懇親会を予定。新人 20 名から 30 名参加いただく予定。同日に理
学療法士講習会も開催されるが、情報が伝わっていなかった。情報伝達の見直しを行い、案内文に同
日開催がある旨記載する。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会について 

第 35 回学術大会を 6 月 28、29 日長崎大学で開催した。対面参加 314 名、うち県外 4 名。オンライン
参加 303 名、うち県外 174 名。参加収入は 2,697,000 円。支出について、講師交通費が未計上だが、
残金 14 万円前後。反省について、演題募集、採択が年度をまたぐため、年会費未納のまま演題発表を
される可能性あり。今回も後で把握し、個別連絡で会費を納めてもらった経緯がある。次年度も注意
必要。情報交換会は当初50名予定のところ90名以上の参加あり。クールビズについて、市長、知事、



医師会より確認あり、検討要す。オンラインの準備で特定の会員の負担が大きいため開催方法につい
て検討必要。NPTAの ZOOMアカウント使用後、再ログイン時の際にNPTAアカウントのままになる
ことがある。終了時確実にログアウトする必要あり。 

２）令和 7年度 長崎県理学療法士協会 定時総会・拡大理事会について 
   6 月 14 日に拡大理事会、15 日に定時総会を開催。大きなトラブルなく終了。会場はともにサンプリエ

ールのエトワール。拡大理事会の決算について、予算は 220,000 円で支出は 210,100 円。残高 9,900
円。天候不良にて離島の先生の参加が難しかった点、投影用資料の手違いで式次第に変更が生じた点
が反省。定時総会について、当日出席は会場 50名、リモート 10名の計 60名。委任状は 1,317名。決
算について、予算が 615,000 円、支出が 524,346円で残高が 90,654 円。昨年度オーバーした総会資料
の発送費も予算内で収まった。 

３）令和 7年度 専門領域意見交換会について 
   学会 2 日目の昼休憩を利用して開催。今回で 3 回目となる。参加者は定員 30 名のところ 25 名。査読

についての取り組みの報告などについてディスカッション。タイトなスケジュールだが、貴重な良い
時間だったというコメントもあり、やり方等を検討しながら行いたい。 

４）第 25回長崎県障がい者スポーツ大会 メディカルサポート事業について 
   5 月 25 日、長崎会場、諫早会場の 2 会場で開催。陸上は 3 名、水泳は 2 名で対応。陸上の依頼は 5

件、水泳は 10件。大会関係者や医務室との連携は良好で、滞りなく終了。  
５）令和 7年度 長崎県高等学校総合体育大会 サッカー競技メディカルサポートについて 

   6日間の開催でスタッフは延べ 24名、実人数１7名の参加。男子 46試合、女子 3試合の全試合で配置
できた。昨年補助で入った先生も担当責任者として配置でき、自信につながっている。今回初参加の 2
名に対して指導もできた。 

 ６）令和 7年度 長崎市中学校総合体育大会 空手競技メディカルサポート活動について 
   今年度長崎市から依頼があった分で持永部長が対応。対応件数は３名。大会要項に我々のことがドク

ターと明記してあったため、持永部長より大会役員に理学療法士とドクターの立場の違いを説明し、
分かってもらえたということ。開催地域の会員で対応できるようしていく。 

  ７）令和 7年度 地域包括ケアに資する地域リハ専門職研修会の参加要件の見直しについて 
  県リハ支援センターの呼びかけで 3 士会集まり、「資する研修会」の参加要件について協議。当会では

推進リーダーを取得した県士会会員とし、島嶼部の会員は広域支援センターの推薦があれば非会員で
も参加できた。今年度からはこの要件を撤廃し、意欲のある方なら誰でも参加可能となる。また過去
に受講した方のブラッシュアップ。窓口も各専門職団体から県リハ支援センターもしくは広域に変わ
る可能性あり。内容は検討中。以上決定事項として報告。今後県や関係団体と連携し、研修会の円滑
な進行に努める。 

その他報告事項 

１）学会監査について 

県学会終了に伴い、1ヶ月後を目途に学会監査を開催予定。 
２）協会ポロシャツについて 

事業参加者に配布している協会ポロシャツの在庫がなくなったため、新たに作成する。胸の NPTA マ
ークを残し、サイズはM、L、LLで色は 2種類を予定。100枚、200枚で見積もりをとる。 

 ３）クエスタントパスワード変更について 
   10月 1日にクエスタントと ZOOMのパスワードを併せて変更予定だったが、クエスタントの都合でク

エスタントのみパスワードを変更する必要あり。詳細は総務部より関係者へ周知する。 
 ４）ハラスメント誓約書について 
   病院入院の際、ハラスメントをしない旨、誓約書を書く流れになっている。当協会でも今後検討の必

要あり。 

 


